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今本博健防災研究所長の任期

満了に伴い，その後任として池

淵周一防災研究所附属水資源研

究センター教授（地球規模水文

循環研究領域）が５月１日防災

研究所長に任命された。任期は

平成１３年４月３０日までである。

平成１１年度国立学校施設整備事業のうち，本学関係分は次表のとおりである。

平成１１年４月１日大学院生命科学研究科が設置さ

れた。平成６年に設置された「生物・生命科学研究

科構想専門委員会」は，生命科学独立研究科の構想

を検討してきた。従来，理学，農学，医学，薬学領

域等の生命科学関連分野で養成されてきた人材は，

それぞれの領域で独立的に今日の社会の発展に大き

く貢献してきた。しかしながら，本研究科は，総合

的に生命科学を理解し，２１世紀の人類社会を支える

人材の養成をめざし，以下の３つの特徴を有してい

る。

� 世界最高レベルの新しい生命科学が推進できる

人材の養成。

� 新しい生命科学を駆使し地球環境保全と人類の

福祉と幸福をめざす人材の養成。

� 生物が示す多彩な生命現象を高次機能として捉

え，その高次機能を追求する人材の養成。

本研究科では，上に述べた人材の養成と，その基

礎となる「生命科学」の確立を目標として，以下の

２専攻を設置している。

� 統合生命科学専攻は，全ての生物に存在する普

遍的な要素である遺伝子の動態継承と細胞機能の

特異性決定の基本機構，多細胞体構築の制御，一

個の細胞からなる完全なる個体を発生する細胞全

能性，さらには発生した個体が多様な環境に適応

する過程で獲得した複合生物系構築ならびに生物

の環境応答制御の分子機構の解明に関する教育と

示達 事 業 名 構造・階 面 積 備 考

１次 （理）校 舎 SR８－１ ７，７８０� （凡例）

SRは鉄骨鉄筋コンクリート構造

８－１は地上８階，地下１階
１次 （法・経他）総合研究棟（仕上�） SR８－２ ８，９００�

１次 （医病）基幹・環境整備

大学の動き

部局長の交替

防災研究所長

平成１１年度国立学校施設整備事業の決定

部局の動き

大学院生命科学研究科の設置
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研究を行う。

� 高次生命科学専攻は，生命体の認知と情報統御

のメカニズム，高次生命体の構築機構のメカニズ

ム，ならびに種々の因子による細胞の増殖機構，

免疫系の認識機構等の生体の基本的な応答メカニ

ズムの基本原理の解明に関する教育と研究を行う。

本研究科では大講座制がとられており，教育・研

究組織と入学定員は次表のとおりである。構成は，

理学研究科（６分野），農学研究科（６分野），医学

研究科（３分野），薬学研究科（２分野），総合人間

学部（１分野），ウイルス研究所（１分野）からの

移行と振替等による９基幹講座（１９分野・連携１分

野）である。これに協力講座として３講座（６分

野）が参加し，５年の年次進行で発足。本研究科の

教官は，それぞれの部局との協議により，学部を兼

担して学部教育にも参加する。

以上のように，生命科学はまさに分子・細胞レベ

ルから生命・複合システムを統合的に理解し，２１世

紀における人類の福祉と幸福，さらに他の生命体と

共存する新しい社会の構築を担っている。生命科学

研究科の教育・研究棟等については，当面吉田キャ

ンパスにおいて，施設整備の充実を図りたい。

今年度設置された大学院生命科学研究科の入学式

が，４月１９日（月）午後２時から，京大会館において

挙行された。

入学式は，学歌斉唱（京都大学グリークラブが協

力）に続いて，古澤 巖副学長から「新入生歓迎の

のことば」があり，午後２時２０分に終了した。

今年度の入学者数は次表のとおりである。

（大学院生命科学研究所）

専 攻 名 講 座 名
入 学 定 員

修 士 課 程 博士後期課程

統 合 生 命 科 学

遺伝機構学
多細胞体構築学
細胞全能性発現学
応用生物機構学
環境応答制御学
形態形成学（協力講座）
細胞機能動態学（協力講座）

人

３７

人

１７

高 次 生 命 科 学

認知情報学
体制統御学
高次応答制御学
高次生体統御学
高次生体機能学（協力講座）

３１ １４

学 生 定 員 計 ６８ ３１

（注）博士後期課程は平成１３年度から学生受入れ

専 攻 名
修 士 課 程

入 学 者 数 外国人留学生

統合生命科学 ４２ １

高次生命科学 ２８ １

計 ７０ ２

（注）外国人留学生は入学者の内数

（大学院生命科学研究科）

大学院生命科学研究科入学式

人 人
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夫馬 進教授は，昭和４６年

京都大学文学部史学科を卒業，

同４９年本学大学院文学研究科

博士課程を退学，本学人文科

学研究所助手，同５４年富山大

学人文学部講師，同５６年同助

教授，同６２年本学文学部助教

授に転任，平成７年教授に就任，東洋史学第３講座

を担当した。平成８年文学部の大学院重点化に伴い，

大学院文学研究科教授となり，東洋史学の中国近世・

近代史講座を担当，朝鮮史講座も兼担して現在に至

る。
ちゅうごく

同教授の今回の受賞の対象となったのは，『中国
ぜんかいぜんどう し けんきゅう

善会善堂史研究』（同朋舎出版，１９９７年）である。

「善会」とは，慈善・公益事業を目的とする結社を

総称し，「善堂」とは，そのための施設または事務

局を置く建物を総称したものである。これらは，清

代の中国各地に広く普及したものであり，そのこと

がまた世界史的に見て注目すべきものであるにもか

かわらず，これまで研究対象とされることは極めて

少なかった。同教授は，この未開拓の分野に挑み，

十数年にわたる研究によって善会・善堂の全体像と

具体的な活動を明らかにするとともに，その歴史的

意義を明確にした。善会の始まりとしては，明代末

期（１６世紀末）に起こった同善会が重要であること，
ほうじょうかい えんかくかい

これは放生会（動物の救済）・掩骼会（無縁遺骨の
きゅうせいせん いくえいかい

収集）・救生船（水難救助）・育嬰会（捨て子の養
じゅつ り かい

育）・恤�会（寡婦の救助）などの善会の起こりと
密接な関係を持つこと，また旧中国の都市での公益

事業といえば，従来もっぱらギルドからの視点に限

られていたのを善会・善堂からの視点に是正したこ
ちょうしんろく

と，さらに『徴信録』と呼ばれる事業会計報告書を

基礎資料として全面的に活用するに至ったことなど，

本研究の大きな成果である。

以上，同教授の研究は，中国社会史に全く新しい

視野を切り開くものであるとともに，未発掘の厖大

な文献資料が山積する中国明清史の分野においても，

歴史像の再構築として大きなインパクトを与え，そ

の業績は中国はもとより国際的にも高く評価されて

いる。

（大学院文学研究科）

入谷 明名誉教授は，昭和

２８年京都大学農学部農学科を

卒業し，同３３年本学農学部助

手，同３７年講師，同４３年助教

授を経て，同５２年に教授に就

任，家畜繁殖学講座を担当し

た。平成４年停年により退官

され，京都大学名誉教授の称号を受けられた。本学

退官後は，平成４年から近畿大学教授，同９年には

近畿大学生物理工学研究所長を歴任し，現在に至っ

ている。この間，日本胚移植研究会会長，日本不妊

学会理事長，国際受精卵移植学会理事，国際家畜繁

殖学会副会長などの要職を歴任している。

同名誉教授の今回の受賞の対象となった業績は，

哺乳動物，特にウシ，ブタ，ヤギ等の受精現象を解

明し，それを体外で再現しうる実験系（体外受精技

術）を確立したことにある。本来，哺乳動物の受精

は体内で起こるものであり，それを体外で再現する

ことは困難であった。特に，家畜類における体外受

精系の確立は，家畜の増産と改良に寄与するところ

栄誉

夫馬 進教授が恩賜賞・日本学士院賞を，入谷 明名誉教授，
佐々木丞平教授が日本学士院賞を受賞

このたび，夫馬 進教授が恩賜賞・日本学士院賞を，入谷 明名誉教授，佐々木丞平教授が日本学士院賞を，

それぞれ受賞されることになった。

授賞式は，６月中旬日本学士院で行われる予定である。

以下各氏の略歴，業績等を紹介する。
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が大きく，技術確立が待望されていた。

同名誉教授はまず，受精が起こる環境（子宮や卵

管）の液成分を詳細に検討し，体外受精に適した培

養液の開発に寄与し，さらに動物の発情期に分泌さ

れる非透析性・熱感受性を持つたんぱく質が，卵子

が受精する際に必要とされる受精能獲得と呼ばれる

現象に密接に関与することを明らかにした。つい

で，１９７７年及び１９７８年，ウシとブタ精子を子宮内で

一定時間培養することにより，精子の受精能を誘起

し，体外で卵子と培養することにより，世界初の体

外受精に成功している。近年，家畜の体外受精技術

は飛躍的発展を遂げ，畜産領域において重要な技術

となっているが，これらはすべて，同名誉教授の研

究の成果が発端となっている。その後，さらに研究

の方向性を発生工学に向け，受精能力の低い精子を

顕微受精と呼ばれる方法により卵子内に注入し，

１９８７年世界に先立ち産子の生産に成功している。こ

の手法は，畜産分野に留まらず，医学領域の不妊治

療に不可欠な技術として，広く世界中で応用されて

いる。

以上のように，同名誉教授の研究は哺乳動物の生

殖現象にメスを入れ，そのメカニズムを解明すると

ともに，この過程における人為的な操作を可能にす

ることによって，近年可能となった体細胞クローン

動物の作出など，生殖工学と呼ばれる分野の基礎を

築いた研究として，国の内外で極めて高く評価され

ている。

これら一連の研究に対して，昭和３９年家畜繁殖学

会賞，同６１年西川畜産奨学財団功労賞，平成元年京

都新聞文化賞，同７年日本農学賞，世界不妊学会基

礎生物学賞，紫綬褒章，同１０年日本農業研究所賞な

ど多数の賞を授与されている。

（大学院農学研究科）

佐々木丞平教授は，昭和４０

年京都大学文学部哲学科を卒

業，同４５年本学大学院博士課

程単位修得退学，京都府教育

委員会文化財保護課，同４７年

文化庁文化財保護部美術工芸

課，同文化財調査官を経て，

同５６年京都大学文学部助教授，平成３年教授に就任，

美学美術史学第２講座（美術史学）を担当した。平

成８年文学部の大学院重点化に伴い，大学院文学研

究科教授となり美学美術史学専修美術史学講座を担

当し，現在に至る。

同教授の今回の受賞の対象となったのは，『円山

應舉研究』（中央公論美術出版，１９９６）である。江

戸時代中期に活躍した円山應舉（１７３３～９５）は，写

生を重視した新しい様式を樹立し，従来の伝統描法

から近代絵画形式への展開の原点となった画家であ

る。日本画家である正子夫人との共同研究である本

書は，作家の作画活動とその背景的研究，作品資料

及び文献資料の収集・調査と研究，描法・技法解析

研究，落款印章照合研究による真偽判定と制作年代

判定，画家の絵画思想の解明という，それぞれが密

接に関連し合う五つの研究をもとにして進められた

應舉の総合研究である。殊に，絵画の描写を解析す

るために技法研究の成果を積極的に取り入れ，これ

を従来の美術史学の研究と合体させることにより，

絵画の画面構成や構造を具体化したことや，描写表

現と当時の思想との関係を豊富な文献史料をもとに

分析して画家の絵画思想を明確化したことは，本書

の大きな成果である。なお，本書の落款印章に関す

る研究では，落款印章の照合と分析にコンピュータ

解析が適用され，これを客観化している。そして，

これに経年変化という新しい概念を導入することに

より，落款印章が絵画の真偽判定のみならず，作品

の制作年代の推定にも絶大な威力を発揮することを

実証したことも，今後の美術史研究を進める上で重

要な成果といえる。

以上，日本美術史，なかでも１８世紀を中心とする

文人画と写生派の絵画についての長年の業績を反映

させた同教授の研究は，日本近世絵画史上きわめて

重要な画家である円山應舉の全体像をはじめて明ら

かにしたものとして高く評価されており，上述の書

は平成９年に國華賞を授与されている。

（大学院文学研究科）
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３月２日 同和・人権問題委員会

３日 核燃料物質管理委員会

〃 環境保全委員会

９日 評議会

〃 教育課程委員会

１０日 ノルウエー王国 ノルウエー科学技術大

学 Emil SPJO/ TVOLL学長他５名来学，

総長及び関係教官と懇談

〃 ガボン共和国 マスク科学技術大学 Jac-

ques LEBIBI学長来学，総長及び関係教

官と懇談

〃 国際交流委員会

〃 国際交流会館委員会

１２日 放射性同位元素等管理委員会

１３日 入学者選抜学力試験（後期日程試験）

（１４日まで）

１７日 医療技術短期大学部卒業式

１８日 附属図書館商議会

２３日 修士学位授与式

〃 博士学位授与式

２４日 マレーシア マラヤ大学 Abdullah Sanusi

AHMAD副学長他１名来学，総長及び関

係教官と懇談

〃 卒業式

３０日 評議会

本学名誉教授森本正紀先生は，

平成１１年３月１８日逝去された。

享年８６。

先生は，昭和１０年京都帝国大

学医学部医学科を卒業後，同大

学助手，新潟医科大学講師，助教授，新潟大学医学

部教授を経て，同３９年京都大学医学部教授に就任，

同５１年停年により退官され，京都大学名誉教授の称

号を受けられた。この間，昭和４７年８月から同５１年

４月京都大学医学部附属病院長，本学評議員を歴任

され，大学の管理運営に貢献された。

本学退官後は，高知医科大学副学長，同大学附属

病院長を経て，昭和５６年７月から同年６１年３月まで

同大学学長を務められた。

先生は耳鼻咽喉科学，なかでも平衡神経科学及び

形成外科学に関する研究において数多くの優れた研

究業績を残され，その発展に寄与されるとともに，

日本平衡神経科学会，日本形成外科学会の発足にあ

たり，多大な貢献をされた。主な著書に『平衡神経

の検査法』『顔面形成外科』『神経耳科検査の実際』

『耳鼻咽喉科手術全書』がある。

また，日本耳鼻咽喉科学会，日本形成外科学会，

耳鼻咽喉科臨床学会，日本平衡神経科学会，国際平

衡神経学会，国際顔面神経外科学会などの会長，理

事の要職を歴任された。

これら一連の研究教育活動，学界活動により，昭

和５４年ドイツ耳鼻咽喉科学会名誉会員に選ばれ，同

５８年スウェーデン・カロリンスカ病院から名誉医学

博士号授与，スウェーデン・ウプサラ大学から名誉

学位を授与され，同年石川賞，同６１年４月勲二等旭

日重光章を受けられた。

ここに謹んで哀悼の意を表します。

（大学院医学研究科）

本学名誉教授小林 章先生は，

平成１１年３月２３日逝去された。

享年８９。

先生は，昭和９年京都帝国大

学農学部農学科を卒業，同１３年

京都帝国大学農学部助手，同１８年助教授，同２３年京

都大学農学部教授に就任し，果樹園芸学講座を担当

した。昭和３８年から同４２年には農学部長として，ま

た，農学部附属農場長，農学部附属亜熱帯植物実験

所長として，大学の管理運営に貢献された。昭和４８

年停年により退官され，京都大学名誉教授の称号を

受けられた。

日誌 1999.3.1～3.31

訃報
森本 正紀 名誉教授

小林 章 名誉教授
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本学退官後は，石川県農業短期大学教授に就任し，

昭和５０年４月から同５２年９月まで同大学長を務め，

さらに，同５２年１０月から同５８年９月まで奈良教育大

学長を務められた。

先生は，果樹園芸学，中でも果樹の栽培生理生態

学研究において多くの先駆的な業績を残され，その

発展に大きく寄与されるとともに，わが国の果樹農

業の技術向上に多大の貢献をされた。特に，適地適

作の観点から自然環境要因の影響を究明された功績

は顕著で，その研究業績に対し昭和４８年に日本農学

賞が授与されている。主な著書に『果樹園芸総論』

『文化と果物』『果樹園芸の世界史』等がある。

また，園芸学会，国際園芸学会などにおいて副会

長・会長，日本代表委員などの要職を歴任され，学

会発展に貢献された。

これら一連の功績により，昭和５６年４月勲二等旭

日重光章を受けられた。また，平成８年には京都府

立植物園の発展に尽力された功績により京都府文化

賞特別功労賞を受けられた。

ここに謹んで哀悼の意を表します。

（大学院農学研究科）

本学名誉教授保田 清先生は，

平成１１年３月２３日逝去された。

享年８５。

先生は，昭和１１年京都帝国大

学文学部哲学科を卒業し，同大

学大学院（文学部）で研究を積まれた後，同２５年京

都大学文学部講師，同２６年分校（教養部）助教授を

経て同３７年同教授に就任し，倫理学並びに哲学の研

究と教育に専念された。昭和５２年停年により退官さ

れ，京都大学名誉教授の称号を受けられた。本学退

官後は，明治鍼灸大学などの教授を歴任された。

先生は，王陽明の倫理思想やベンタムとミルの社

会幸福主義の精密な研究など，洋の東西にわたる倫

理学及び哲学の諸思想の研究に全力を傾注され，両

思想を総合統一した独自の倫理学説を確立され，学

術研究の発展に寄与された。主な著書には『王陽

明』『道徳哲学の基本』などがある。

また，先生は戦後最初の倫理学会としての関西倫

理学会の創設と運営に中心的な役割を果たされ，学

会の発展と後進の育成に尽力されるとともに，教科

用図書検定調査審議会調査委員としても活躍された。

これら一連の功績により，昭和６２年１１月勲三等旭

日中綬章を受けられた。

ここに謹んで哀悼の意を表します。

（総合人間学部）

本学名誉教授大澤 濟先生は，

平成１１年３月２５日逝去された。

享年８２。

先生は，昭和１５年京都帝国大

学理学部動物学科を卒業，同学

部副手嘱託，助手の後，大阪市立大学助教授，教授

を経て，同４６年京都大学霊長類研究所教授に就任，

同４８年から同５０年まで霊長類研究所長を務められた。

昭和５５年停年により退官され，平成９年京都大学名

誉教授の称号を受けられた。

本学退官後は，昭和５５年から平成元年まで近畿大

学教授，昭和５７年から同６２年まで財団法人日本モン

キーセンター所長を務められた。

先生は，動物学特に動物生理学と霊長類学の分野

において実験データの分析に統計学的方法論を導入

し，我が国におけるデータ解析の先駆者として貢献

した。また，動物の温度適応機構の生理学的，生化

学的方法による解析を試み，特にニホンザルの寒冷

適応に関して顕著な業績を上げ国際的に高い評価を

得た。これらの業績は，従来の動物学に新しい学問

領域を導入したものとしてその後の動物生理学の発

展に影響を与えた。

また，京都府自然環境保護審議会委員，第１３回国

際霊長類学会顧問などを歴任された。

これら一連の功績により，平成元年１１月勲三等旭

日中授章を受けられた。

ここに謹んで哀悼の意を表します。

（霊長類研究所）

保田 清 名誉教授

大澤 濟 名誉教授
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本学名誉教授光田 寧先生は，
平成１１年３月２５日逝去された。
享年６５。
先生は，昭和３３年京都大学大
学院理学研究科修士課程を修了
後，博士課程に進学，同３５年に

同課程を退学，同年本学理学部助手，同３６年本学防
災研究所助手，同３９年同助教授，同５２年同教授に就
任し，平成９年停年により退官され，京都大学名誉
教授の称号を受けられた。
先生は，気象学の中でも地表面付近の風とこれに
伴う強風災害に特に興味を持たれ，風の計測法，地
形の影響による局地的な強風，竜巻やダウンバース
トなどのメソ異常気象，台風に伴う強風災害などに

関して多くの優れた研究業績を残された。また，気
候を支配する主要因の一つである海面や地表面と大
気間のエネルギー輸送に関して，自ら開発した計測
器と観測手法を用いて多くの国際共同研究に参加し，
実測データに基づいた現象の解明に大きく貢献され
た。
学会活動においては，日本気象学会理事，日本風
工学会理事などを歴任され，学会の発展に努められ
た。これらの業績に対して，日本気象学会賞，日本
気象学会藤原賞，日本風工学会功績賞を授与された。
先生は４０歳代半ばにして腎臓を患われ，以後２０年
近くに亘り人工透析を受けながら研究教育活動に邁
進されました。
ここに謹んで哀悼の意を表します。

（防災研究所）

本学名誉教授山村武雄先生は，
平成１１年３月２６日逝去された。
享年９０。
先生は，昭和１１年京都帝国大
学文学部英文学科を卒業，同大
学大学院，昭和高等商業学校講

師，海軍機関学校教授，三重県立医科大学予科講師
嘱託，同教授を経て，同２４年京都大学分校（教養
部）助教授，同３７年教授に就任し，同４７年停年によ
り退官され，同４９年京都大学名誉教授の称号を受け
られた。本学退官後は，帝塚山大学教授，京都女子
大学教授，神戸女子大学教授を務められた。
先生の研究分野は，英米文学の多岐にわたるが，
中心となるものは，大別して１７世紀英詩（特にドラ
イデンとミルトンの研究）とヴィクトリア時代英詩
（特にホプキンズとブリッヂェズ研究）の二つであ

る。とりわけ，ドライデンの研究はわが国における
もっとも早い本格的な研究の一つである。イギリス
の古典文学の重要性に対する認識を基盤として，ド
ライデンの風刺詩を大きく叙事詩の伝統の中に位置
づけながら，他方で風刺詩のジャンル内の意味付け
を行ったところにその独自性がある。また，ホプキ
ンズ研究においては，ホプキンズの詩と中世スコラ
哲学及びイエズス会との関連を明らかにしているだ
けでなく，それを特に２０世紀英詩の源流として位置
づけているところに意義がある。主な業績には，
「ドライデンの風刺詩」，「ドライデンの叙事詩の問
題」，「ホプキンズにおける感性の問題」などの論文
がある。
これら一連の功績により，昭和５５年４月勲三等旭
日中授賞を受けられた。
ここに謹んで哀悼の意を表します。

（総合人間学部）

本学名誉教授加藤新平先生は，
平成１１年４月２日逝去された。
享年８７。
先生は，昭和１１年京都帝国大
学法学部を卒業後，同法学部助
手，助教授を経て，同２４年教授

に就任し，法理学講座を担任した。昭和３２年から２
年間評議員，同４４年１月から３月まで法学部長，同
４６年から２年間評議員として，本学の管理運営に多
大の貢献をされた。昭和５０年停年により退官され，
京都大学名誉教授の称号を受けられた。本学退官後
は，大阪学院大学法学部教授を務められた。
先生は，法の妥当根拠，国家権力の正統性，価値

相対主義など，法・国家の原理的諸問題について，
幅広く深い学識と人間・社会の在り方の鋭い洞察に
裏付けられた健全な思弁によって綿密かつ周到な考
察をされ，『法哲学概論』をはじめとする多数の著
書・論文を公にされ，法学・政治学の諸分野に大き
な影響を及ぼされた。また，昭和４６年から４年間，
日本法哲学会理事長を務められ，わが国の法哲学の
発展に指導的な役割を果たされた。
これら一連の研究教育活動により，昭和５８年に日
本学士院会員に選出され，同５９年１１月勲二等旭日重
光賞を受けられた。
ここに謹んで哀悼の意を表します。

（大学院法学研究科）

光田 寧 名誉教授

山村 武雄 名誉教授

加藤 新平 名誉教授

京大広報 1999. 5 No. 535

698



平 成１１年 度 入 学 試 験 諸 統 計

１． 募集人員・志願者数・合格者数・入学者数等調

学部・日程 募集人員 志願者数
第１段階選抜
合 格 者 数

受験者数 合格者数 入学者数

総合人間
学 部

前期文系 ５５ １９９ １９３ １９２ ５６

１３４前期理系 ５５ １７６ １７３ １７２ ５６

後 期 ２０ ３９６ ３２１ １９１ ２３

文 学 部
前 期 １９０ ５９７ ５９７ ５８９ １９３

２２４
後 期 ３０ ３９９ ３００ １５３ ３１

教育学部
前 期 ４０ １３３ １３３ １３２ ４０

６０
後 期 ２０ １２９ １２９ ８２ ２０

法 学 部
前 期 ３３０ ９０３ ９０３ ８９０ ３４２

３８３
後 期 ３０ ４９０ ４１４ １４８ ４３

経済学部

前期一般 １６０ ５０８ ５０８ ５０１ １６５

２４０前期論文 ５０ ２３４ ２３２ ２２２ ５２

後 期 ２０ ５３８ ５３８ ３４５ ２６

理 学 部
前 期 ２８０ ９７０ ９３７ ９１９ ２８１

３１１
後 期 ３１ １，０７３ １，０２９ ６９１ ３２

医 学 部
前 期 ９０ ４０４ ４０４ ３９２ ９３

１０５
後 期 １０ ２１３ １５１ ８４ １２

薬 学 部
前 期 ７０ ２３６ ２３６ ２２８ ７４

８５
後 期 １０ １５８ １５８ １０８ １１

工 学 部
前 期 ８８３ ２，３１６ ２，３１６ ２，２８６ ８８４

９８６
後 期 １０２ １，１０３ １，００４ ５５８ １０４

農 学 部
前 期 ２４０ ８００ ８００ ７９０ ２４９

３０８
後 期 ６０ ８７２ ８７２ ５４２ ６２

小 計
前 期 ２，４４３ ７，４７６ ７，４３２ ７，３１３ ２，４８５

後 期 ３３３ ５，３７１ ４，９１６ ２，９０２ ３６４

合 計 ２，７７６ １２，８４７ １２，３４８ １０，２１５ ２，８４９ ２，８３６

（注）合格者数には追加合格者を含む。

〔外国学校出身者のための選考の実施結果〕

学 部 募集人員 志願者数
第１次選考
合 格 者 数

受験者数 合格者数 入学者数

法 学 部 ２０人以内 ４５ ２６ １３ ８ ８

経 済 学 部 １０人以内 ２９ １５ １１ ７ ７

資料

人 人 人 人

人 人 人 人 人
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《工学部・農学部学科別内訳》

学部（学科）・日程 募集人員 志願者数 第１段階選抜
合 格 者 数 受験者数 合格者数 入学者数

工 学 部
前期 ８８３ ２，３１６ ２，３１６ ２，２８６ ８８４

９８６
後期 １０２ １，１０３ １，００４ ５５８ １０４

地球工学科
前期 １７５ ４６２ ４６２ １７５

１９５
後期 ２０ ２６７ ２６７ ２０

建 築 学 科
前期 ８０ ２０９ ２０９ ８０

９０
後期 １０ ９４ ４０ １１

物理工学科
前期 ２２０ ６２７ ６２７ ２２０

２４５
後期 ２５ ３３０ ３３０ ２５

電 気 電 子
工 学 科

前期 １１７ ２９１ ２９１ １１７
１３０

後期 １３ １４５ １４５ １３

情 報 学 科
前期 ８１ ２０４ ２０４ ８１

９０
後期 ９ ９６ ７２ ９

工業化学科
前期 ２１０ ５２３ ５２３ ２１１

２３６
後期 ２５ １７１ １５０ ２６

農 学 部
前期 ２４０ ８００ ８００ ７９０ ２４９

３０８
後期 ６０ ８７２ ８７２ ５４２ ６２

生物生産科学科 １０４ （合格者数）１０８（前期８７ 後期２１） １０７

生物機能科学科 １１０ （合格者数）１１３（前期９１ 後期２２） １１３

生産環境科学科 ８６ （合格者数）９０（前期７１ 後期１９） ８８

２． 合格者 最高点・最低点（総点）調

学 部 日 程 満 点
総 点

最 高 点 最 低 点

総 合 人 間 学 部
前 期

（文 系） ８００ ６３５．８３ ５３０．４１
（理 系） ８００ ６３６．００ ４７９．００

後 期 ８００ ５２７．００ ４５９．９９

文 学 部
前 期 ７００ ５３１．００ ４３５．２５
後 期 ７００ ４６９．２５ ４５２．２５

教 育 学 部
前 期 ９００ ６９４．５８ ５６８．９１
後 期 ９００ ５７５．５７ ４８２．０８

法 学 部
前 期 ７５０ ５８５．００ ４６１．５０
後 期 ５００ ３９０．２５ ３４９．００

経 済 学 部
前 期

（一 般） ８００ ６３７．２５ ５０４．２５
（論 文） １，０５０ ７３７．７５ ５２９．７５

後 期 ９５０ ５４８．２５ ４５０．２０

理 学 部
前 期 ６５０ ５４５．００ ３６９．００
後 期 ４００ ３０５．００ ２２６．００

医 学 部
前 期 １，２５０ １，０５０．７５ ９１９．００
後 期 １，４００ １，０１５．００ ９１９．２５

薬 学 部
前 期 ９５０ ７６９．９１ ５８０．３３
後 期 ９５０ ７０２．３７ ５８８．５０

工 学 部
前 期 １，０００ ７９０．４１ ５６６．７５
後 期 － － －

工 学 部
学 科 別

前 期 （総 点） 後 期 （総 点）
満 点 最 高 点 最 低 点 満 点 最 高 点 最 低 点

地 球 工 学 科

１，０００

７３３．５８ ５８０．００ １，１００ ８４７．００ ６６６．００

建築学科
（Ａ選抜）

７２８．６６ ５９１．５０
５００ ２６９．５０ ２００．５０

（Ｂ選抜） ６５０ ３９２．５０ ２９３．５０
物 理 工 学 科 ７８０．８３ ５９９．３３ １，１００ ８９４．５０ ７０７．５０
電気電子工学科 ７９０．４１ ５９９．９１ １，１００ ７５９．７５ ６８５．５０
情 報 学 科 ７６８．０８ ６０９．３３ ３００ ２８８．００ ２３５．００
工 業 化 学 科 ７１３．８３ ５６６．７５ １，０００ ８５３．００ ６４０．００

農 学 部
前 期 １，０５０ ７４０．８３ ６２２．５８
後 期 ８１０ ５８７．７６ ４５０．９０

（備考）法学部・経済学部の外国学校出身者のための選考を除く。

人 人 人 人 人 人

点 点 点

点点 点 点 点 点
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３． 志願者・入学者 出身高校等所在都道府県別調 上段…志願者数
下段…入学者数

都道府県
学 部

計 都道府県
学 部

計総合
人間 文 教育 法 経済 理 医 薬 工 農 総合

人間 文 教育 法 経済 理 医 薬 工 農

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

北 海 道 ２３
４
１５
３

６
１
２２
５
１２
１
３１
５

３ ４
２
３９
８
１３
３
１６８
３２

近

畿

三 重 ６
１

７
２

４
１
１７
５
１９
３
４０
５
１０
１

８
３
６４
２５

２４
３
１９９
４９

東

北

青 森 ６
３

３ ７
２

８
３

４
１
２８
９ 滋 賀 １０

１
２２
５

１ ２３
４
１２
４
３２
５

４ ８
２
８５
２４

３１
６
２２８
５１

岩 手 ３ ２ ４
２

２ ５ ２ １ １９
２ 京 都 ５９

１１
１３１
２８

１６
４
１６６
５０
１６４
２７
１４０
１７

６８
１４

５５
７
４３５
１１６

２２９
３４
１，４６３
３０８

宮 城 ７ １
１

１ ７
２

５
２
１９
４

４
１

２ ７
２

５３
１２ 大 阪 ９９

１５
１４２
３５

５６
１６
２３６
７２
２０９
４８
２８０
４４
１１５
２１

６７
１６
７１７
２０２

３５６
６７
２，２７７
５３６

秋 田 ５
１

３
１

２ １
１

９
１

１ ３
２

２ ２６
６ 兵 庫 ５４

１２
７５
２０

２３
５
１８２
６６
１５２
３１
１８２
３０
１０８
２６

４０
９
４０１
１２５

１７５
４８
１，３９２
３７２

山 形 ３ ２ ２ １ ５
２

３ ５
１

４
１
２５
４ 奈 良 ２７

５
５９
１２

１２
３
１０９
３２

９５
２５

９２
２１

５０
１３

３１
１２
３０７
１１１

１２１
２０
９０３
２５４

福 島 ５ ３
１

３ ３
１

６
３
１３ ３ １４

３
３
１
５３
９ 和歌山 ５

１
８
２

５
１
２３
５
２５
６
２７
６

７
１

７
１
５１
１１

３６
８
１９４
４２

関

東

茨 城 １３
３
１２
１

２
１

９
１

８ ３９
３

３ ４８
１３

２６
２
１６０
２４

中

国

鳥 取 ６
２
１０
１

２
１

７
２

６
３

９
３

１ １２
４

５
１
５８
１７

栃 木 ５ ７
２

６
３

７ ７
１

４ ２ １４
３

８
２
６０
１１ 島 根 １ ６

１
３ ２ １０

３
３ ２

１
８
６

１ ３６
１１

群 馬 ８
２
１１
１

７
１

５ １９
１

２ ５
２
１５
１

８
２
８０
１０ 岡 山 １６

１
２９
６

２０
４
２１
４
４４
７

８
２

５
１
７０
２０

２８
４
２４１
４９

埼 玉 １５
１
１５ ９

２
９
１
１５
１
６６
４

４ １０
２
３１
６
２１
３
１９５
２０ 広 島 １７

１
３０
７

７
１
３２
１１

２７
５
３１
７
１２
１
１１
３
５６
１８

４６
８
２６９
６２

千 葉 ３０
３
１４
２

６ １７ ２７
６
５５
２

２ ２ ３２
３
２１
２
２０６
１８ 山 口 ６

１
９
２

５ １９
４

６
１
３０
６

１ １ ３４
９
１０
２
１２１
２５

東 京 ９１
１２

７７
１１

１２
３
６０
１２
１１２
１７
１６６
１５

５６
７
２３ １２３

２１
８５
８
８０５
１０６ 四

国

徳 島 １ ３ ２ ９
２
１０ ７

１
３
１

９
５

３ ４７
９

神奈川 ３０
４
２６
６

４
２
２３
５
３４
４
１１１
１５

１３
１

８
１
６１
９
５５
６
３６５
５３ 香 川 ９

１
２１
３

２９
１０

１２
１
２８
３
１０ ２ ４９

１６
２５
８
１８５
４２

中

部

新 潟 １２
３
１０
２

６
１

９
２

７
１
１７
４

４ ２０
６

４
１
８９
２０ 愛 媛 １０

４
１１
４

４
２

９
１
２２
３
２５
３
１３
２

３
１
３９
１２

１５
５
１５１
３７

富 山 ２
１

７
５

３
１

３
１

９
２

２
１

３ １３
３

３
１
４５
１５ 高 知 ２ ８

１
４
１

９
２

３ ７
１

６
１

４ １３ ６
２
６２
８

石 川 １２
３

９
４

２０
８

６
１
１９
６

５ ６
３
３０
１３

８
２
１１５
４０

九

州

福 岡 ４２
１１

２３
５

９
４
４６
８
４５
８
５７
８
１８
２
１３
４
１３０
３８

３９
８
４２２
９６

福 井 １０ １５
３

９
２
１４
１
１６
３
１６
１

５
１

３
１
１６
４
１７
１
１２１
１７ 佐 賀 ６

２
４
１

２ ５ ７ １３
２

４
１

１ ２０
７

３
１
６５
１４

山 梨 １ ７ ２
１

４
１

６ １ １ ３
１

６ ３１
３ 長 崎 ６

２
３
１

９
２

６ １４
５

１ ３ １７
５
１５
１
７４
１６

長 野 ３
１
１４
４

６
１
１０ ８

１
２９
７

６
２

２ ２１
４
１２
１
１１１
２１ 熊 本 ４ ９

４
５
１
１２
４
１１
３
１６
５

３ １０
４
１０
３
８０
２４

岐 阜 １２
６
１７
４

４ ２６
７

９ ３６
７
１０ ９

３
５７
２５

２３
３
２０３
５５ 大 分 ４ １０

２
４
３

８
１
１２
３

１ １１
６

５
１
５５
１６

静 岡 １７ １８
５

４
１
１６
５
２５
５
６０
１２

７
１

３
１
６１
２７

２４
８
２３５
６５ 宮 崎 １ ２

１
９
２

１ ５
１

３ ３
１

８
２

５
２
３７
９

愛 知 ４７
１４

７１
１９

２２
３
１０８
２９

７７
１６
１３９
２４

１６
４
２５
８
１９８
５４
１１０
２４
８１３
１９５ 鹿児島 ９

３
１０
３

６
３
１０
１
１３
２
２５
３
１４
１

５
１
３１
７
１６
２
１３９
２６

沖 縄 ６ ５
２

２
１

７
２

２ １ ４
１
２７
６

検 定 ９
２

２ １ ２０
３
１３
１
２５
１

５ ８ １７ ７
１
１０７
８

そ の 他 ２ １ ２
１

４
１

９
２

（備考）外国学校出身者のための選考を除く。
合 計 ７７１

１３４
９９６
２２４

２６２
６０
１，３９３
３８３

１，２８０
２４０

２，０４３
３１１

６１７
１０５

３９４
８５
３，４１９
９８６

１，６７２
３０８

１２，８４７
２，８３６
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４． 志願者・入学者 入学資格取得年別調

学 部
志 願 者 入 学 者

総 数
現 役 浪 人

総 数
現 役 浪 人

１１．３卒 １０．３卒 ９．３卒 ８．３卒 ７．３以前 １１．３卒 １０．３卒 ９．３卒 ８．３卒 ７．３以前
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

総合人間
学 部

７７１ ４７７ １９７ ５０ １４ ３３ １３４ ７６ ４５ ８ ２ ３
検 ９ 検 ２ 検 １ 検 ３ 検 ３ 検 ２ 検 １ 検 １
他 ２ 他 ２

６１．９％ ３８．１％ ５６．７％ ４３．３％

文 学 部
９９６ ６３９ ２７２ ３８ １４ ３３ ２２４ １３２ ７９ ６ ２ ５

検 ２ 検 １ 検 １
６４．２％ ３５．８％ ５８．９％ ４１．１％

教育学部
２６２ １６４ ７４ １７ ４ ３ ６０ ３４ ２３ ２ １

検 １ 検 １
６２．６％ ３７．４％ ５６．７％ ４３．３％

法 学 部
１，３９３ ８５１ ４４３ ５４ １４ ３１ ３８３ ２１１ １６１ ９ ２
検 ２０ 検 ２ 検 ３ 検 ２ 検 ５ 検 ８ 検 ３ 検 １ 検 １ 検 １

６１．１％ ３８．９％ ５５．１％ ４４．９％

経済学部

１，２８０ ６３６ ４４５ １００ ２９ ７０ ２４０ １２０ １００ １１ １ ８
検 １３ 検 １ 検 ２ 検 ３ 検 ７ 検 １ 検 １
専 ３ 専 １ 専 ２
他 １ 他 １

４９．７％ ５０．３％ ５０．０％ ５０．０％

理 学 部

２，０４３ １，１７４ ５１８ １５８ ６９ １２４ ３１１ １９８ ９１ １７ ３ ２
検 ２５ 検 １０ 検 ７ 検 ２ 検 ２ 検 ４ 検 １ 検 １
専 １ 専 １
他 ２ 他 １ 他 １ 他 １ 他 １

５７．５％ ４２．５％ ６３．７％ ３６．３％

医 学 部
６１７ ２６５ １１９ ５６ ２７ １５０ １０５ ５２ ３７ １１ １ ４

検 ５ 検 １ 検 １ 検 ３
４２．９％ ５７．１％ ４９．５％ ５０．５％

薬 学 部
３９４ １８０ １１８ ３５ ６ ５５ ８５ ４４ ３８ ３

検 ８ 検 ３ 検 ２ 検 ３
４５．７％ ５４．３％ ５１．８％ ４８．２％

工 学 部

３，４１９ ２，１７１ ９５９ １７６ ４５ ６８ ９８６ ６１０ ３４７ ２３ ３ ３
検 １７ 検 ４ 検 ３ 検 ５ 検 ２ 検 ３
他 ４ 他 ３ 他 １ 他 １ 他 １

６３．５％ ３６．５％ ６１．９％ ３８．１％

農 学 部
１，６７２ ９１２ ５１６ １３２ ３９ ７３ ３０８ １６６ １１９ １９ ２ ２
検 ７ 検 １ 検 ３ 検 ３ 検 １ 検 １

５４．５％ ４５．５％ ５３．９％ ４６．１％

合 計

１２，８４７ ７，４６９ ３，６６１ ８１６ ２６１ ６４０ ２，８３６ １，６４３ １，０４０ １０９ １７ ２７
検 １０７ 検 ２５ 検 １８ 検 １６ 検 １３ 検 ３５ 検 ８ 検 １ 検 ２ 検 １ 検 ３ 検 １
専 ４ 専 １ 専 ３
他 ９ 他 ６ 他 ２ 他 １ 他 ２ 他 ２

５８．１％ ４１．９％ ５７．９％ ４２．１％

〔外国学校出身者のための選考にかかる入学資格取得年別調〕

学 部
志 願 者 入 学 者

総 数
現 役 浪 人

総 数
現 役 浪 人

１１．３卒 １０．３卒 １１．３卒 １０．３卒
人 人 人 人 人 人

法 学 部
４５ ４３ ２ ８ ８

他 ４５ 他 ４３ 他 ２ 他 ８ 他 ８
９５．６％ ４．４％ １００．０％

経済学部
２９ ２６ ３ ７ ６ １

他 ２９ 他 ２６ 他 ３ 他 ７ 他 ６ 他 １
８９．７％ １０．３％ ８５．７％ １４．３％

検…大学入学資格検定合格者 専…高等専門学校出身者 他…その他の入学資格取得者
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体育会馬術部は，昨年，旧帝国大学による国立七

大学総合体育大会（七大戦）において３連覇を成し

遂げ，創部９０周年という節目に彩りを添えることが

できた。

９０年に及ぶ長い歴史の中で，ローマ及びメキシコ

オリンピックに出場した荒木雄豪氏，ストックホル

ムオリンピックに出場した川口宏一氏をはじめとし

て，錚々たる人材を輩出してきた。ノーベル賞受賞

者の利根川進氏も，一時，馬術部で活動されている。

我が部は，「愛馬と共に」をモットーに日々練習

に励んでおり，それが最大の特徴でもある。既に調

教された馬を購入するのではなく，「自馬制」と呼

ばれる創部以来の基本理念の下に，教官（監督），

コーチ，そして各部員たちが，自らの手で馬を育て

調教するのである。

馬場（約３，０００�）は，北部構内の西端にあり，１９
の馬房等を有する厩舎及び２階建てのクラブハウス

（馬術部管理棟）の施設を利用し活動している。

その厩舎には１９頭の馬がいるが，それぞれ個性に

溢れており，人に甘えてきたり，餌をねだったり，

そして怒ったりと感情も豊かである。そのような馬

と接するだけで幸せな気持ちになれる。もちろん，

ただ馬に乗って楽しんでいるだけではない。馬術は，

馬のコンディションだけでなく，人のコンディショ

ンも競技そのものに影響を与えるスポーツなのであ

る。

冬に東京で行われる全日本学生馬術大会出場を我

が部の毎年の目標としているが，昨年も２頭－３名

が出場することができ，強豪揃いの関東勢の中で健

闘した。また，ほぼ月１回のペースで実施される競

技会でも優れた成績を収めており，去る４月に開催

された「七大戦」では４連覇を達成し，今年の全日

本学生馬術大会での活躍が大いに期待されている。

なお，馬術部長はＯＢであり現体育会会長の家森

幸男人間・環境学研究科教授である。

話題

クラブ紹介
― 馬 術 部 ―

平成１０年関西学生障害馬術大会
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本学では，６月１８日の創立記念日を祝し，下記日程のとおり音楽会を開催いたします。本学学生・教職員の
来聴を歓迎します。

名 称 熊本マリ（ピアノ） ――スペインのたより――
演 奏 者 熊 本 マ リ（ピアノ）
日 時 ６月１５日（火） 開場：午後５時３０分

開演：午後６時３０分
終演：午後８時３０分（予定）

会 場 京都コンサ－トホ－ル（京都市左京区下鴨半木町１－２６）
プログラム
《第一部》（約４０分）
スカルラッティ ： ３つのソナタ（未定）
ファリャ ： アンダルシアのセレナード

： うた
： 小人の踊り
： 歌劇「はかなき人生」より スペイン舞曲第１番

アルベニス ： タンゴ １
： タンゴ ２
： スペイン舞曲より 「グラナダ」「カディス」

「セヴィリア」
――休憩（２０分間）――

《第二部》（約４０分）
モンポウ ： ３つの変奏曲

： 歌と踊りより 第６番
グラナドス ： １２のスペイン舞曲より 「ビジャネスカ」

「サラバンド」 「アストゥリアス」
「オリエンタル」「アンダルーサ」

ラレグラ ： ビバナバラ
演奏者略歴
熊 本 マ リ
東京生まれ。１０歳で家族と共にスペインに移り住む。１９７５～８１年，スペイン国立マドリード音楽院で
ホアキン・ソリアノに師事。７９年，スペイン青少年音楽コンクールで優勝。８２年，ジュリアード音楽院に入
学，サーシャ・ゴロニツキーに師事。８５年，英国王立音楽院に入学，C.エルトンに師事。プライベートで
はアンジー・エステルハージに師事。英国ニューポート国際音楽祭コンクールで入賞。８６年，最年少で
Recital-Diplomaを授与される。９０年，東京音楽社よりエッセイ集「薔薇よ語って」を出版。９１年，スペイ
ンの作曲家フェデリコ・モンポウ（１８９３－１９８７）のピアノ曲全集の録音を完成（世界初）。９３年，英国王立音
楽院よりめざましい演奏活動に功績のあった卒業生のみに与えられる資格 ARAMを贈られる。キングレ
コードより J. S.バッハシリーズのリリースを開始。９４年，プラハでチェコ・フィルハーモニー管弦楽団と
共演し，ジルベスターコンサートに出演。９５～９６年，日本国内でのリサイタル及びオーケストラとの共演や
スペインでのリサイタル（ジャパン・ウィーク）を行うなど，精力的に活動を行っている。その後もＣＤで
「タンゴ」，「忘れられた調べ」を出すとともにエッセイ集「音よ輝け」を出版するなど，テレビ・ラジオ・
コマーシャル・執筆活動など，多才な活躍で幅広いファンを獲得している。

備 考：入場無料（学生証または職員証を持参してください。）
プログラムは当日会場で配布します。定員は１，６００名先着順とします。
演奏中は入場できません。

お知らせ

平成１１年度創立記念行事音楽会
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